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富山大学消化器・腫瘍・総合外科
さんから信頼される外科医を自らが手本となり数多く育
成した。
　学外における活動では，日本消化器外科学会，日本外
科学会，日本消化器病学会，日本肝胆膵外科学会，日本
臨床外科学会，日本門脈圧亢進症学会，日本消化器内視
鏡学会，日本腹部救急医学会など多くの学会に所属し，
第９２回日本消化器病学会北陸支部例会会長（平成１３年 6
月 ３ 日），第２５３回北陸外科学会会長（平成１4年 ９ 月 ７
日），第３２回日本小児外科学会北陸地方会会長（平成１4
年 ９ 月 ７ 日），第３０回日本膵切研究会会長（平成１５年 ５
月１4日～１6日），第8１回日本消化器内視鏡北陸地方会会
長（平成１５年 6 月２２日），第１３回日本消化器内視鏡学会
北陸セミナー会長（平成１７年 ２ 月 ５ 日），第２6２回北陸外
科学会会長（平成１９年 ９ 月 8 日），第３6回日本小児内視
鏡研究会会長（平成２１年 ７ 月 4 日），第46回日本腹部救
急医学会総会会長（平成２２年 ３ 月１8日～１９日），第１７回
日本門脈圧亢進症学会総会会長（平成２２年 ９ 月 ９ 日～１０
日），第6７回日本消化器外科学会総会会長（平成２4年 ７
月１７日～１９日），第 １ 回日本臨床外科学会富山支部会会
長（平成２５年 8 月２4日）を努めた。平成２５年 4 月には台
湾で開催された台湾消化器外科学会で招待講演を行い，
はじめに
　塚田一博先生は平成 ９ 年１０月に，富山医科薬科大学
（平成１７年より富山大学）医学部第二外科学講座教授に
就任された。平成２５年 4 月より富山大学附属病院長とし
て，平成２8年 ３ 月 ５ 日に亡くなるまで，文字通り自らの
命を賭して富山大学附属病院の発展と，患者さんから愛
される病院づくりに努めた。塚田先生の教授退官記念講
演を拝聴する事が叶わなかった代わりとして，塚田先生
の功績について本章を通じて紹介させていただきたい。
略　歴
　塚田一博先生は，昭和２５年１０月１７日に栃木県に生まれ
た。昭和５０年 ３ 月新潟大学医学部を卒業し，新潟大学第
一外科に入局した。昭和５９年 ５ 月に新潟大学医学部助手
として採用され，昭和6２年 ５ 月に新潟大学大学院博士課
程を修了して，医学博士の学位を取得した。その後，米
国ピッツバーグ大学移植外科研修，平成 ５ 年 4 月新潟大
学講師を経て，平成 ９ 年１０月富山医科薬科大学（平成１７
年より富山大学）医学部第二外科教授に就任した。前任
である故藤巻雅夫先生の志を引き継ぎ，消化器外科，乳
腺内分泌外科，小児外科領域のエキスパートとして患者
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要　　旨
　塚田一博先生は平成 ９ 年１０月より１９年間に渡り，富山大学消化器・腫瘍・総合外科学講座（第二外科）
教授を努めた。また平成２５年より富山大学附属病院長として，レストラン・ルポゼの開設など職員が働
きやすい病院創りに努めた。塚田先生は第6７回日本消化器外科学会総会を始めとする数多くの学会で会
長を努めるとともに，市民公開講座や富山大学KIDS外科セミナーを開催し，医学健康教育の普及・発
展に努めた。診療面においては肝胆膵領域の高難度手術を専門とし，膵頭十二指腸切除術では教授在任
期間中，術後在院死亡 ０ という成績を残した。また難治性食道静脈瘤に対して，適切なシャント手術に
よる門脈域分水嶺形成と局所循環亢進状態の改善を行う治療法の開発など，外科学の発展に寄与した。
塚田先生のテーマは富山大学における“善い医師”，“善い外科医”の育成であり，文字通り自らの命を
賭して目標達成に向け邁進された。
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術式選択であろう。術前診断が難しい胆嚢癌は根治手術
が肝切除＋胆道再建という大きな手術となるが，術後病
理診断で良性と診断される症例が少なからず存在する。
塚田教授が考案した ２ 期的手術は胆嚢癌に対して必要か
つ十分な治療を効率的に行うだけでなく，良性胆嚢疾患
に対しても最低限の切除で過大侵襲とならない画期的な
術式であった。一方で外科的切除が唯一長期生存を得る
ことができるのも肝胆膵領域悪性腫瘍の現状である。そ
のため塚田先生は積極的に，手術による介入の姿勢を
我々に示された。最も印象的であった症例は，初回開腹
時に腹膜播種転移を伴っていた膵癌症例である。標準的
治療として化学療法を選択され １ 年間病状は安定してい
た。誰もが化学療法の継続を選択する中，塚田先生は再
開腹手術を判断された。手術で腫瘍を切除した結果，腹
膜播種は組織学的にも消失しており，初回治療から ３ 年
を超えて長期生存した症例となった。この治療方法を記
した論文１）は日本膵臓学会奨励賞を受賞することとな
り，現在のconversion surgeryの先駆けとなった。塚田
先生の手術に対する攻めと守りの姿勢は，まさに鬼手仏
心の実践そのものであり，教室の若い外科医に多くの良
き薫陶を与えた。
　教育分野において，塚田一博先生は卓越した見識，豊
富な学識，優れた技術を持って医師，学生の教育指導に
あたり，多くの有能な外科医を育成し，消化器・腫瘍・
総合外科学講座教授として講座の充実・発展に努めた。
術前，術後に行われる検討会で，塚田先生は医局員の自
由な議論を尊重したが，治療に対しては決して妥協を許
さず，常に患者にとってベストな治療を求めた。塚田先
生の元で第二外科に入局した外科医は２6名であり，医学
博士の学位を取得した者は１6名（今年度取得予定 ２ 名）
である。また県内外の基幹病院において第二外科出身の
8 名が病院長に就任し活躍している。
研究業績
　塚田一博先生は，胆嚢癌，肝臓癌の診断と至適手術法
の確立に関する研究２） ３） 4），並びに門脈圧亢進症の病態
解明と診断・治療法の確立に関する研究５）を精力的に
行った。食道静脈瘤形成の原因として局所循環亢進メカ
ニズムを提唱し，胃全摘後食道静脈瘤再発症例に対して
門脈領域の空腸静脈から大静脈系の左腎静脈へのシャン
ト手術により，門脈域分水嶺を形成させて食道静脈瘤を
改善させる手術法6）を考案する等，多大なる業績を挙げ
た。また，食道癌・肝臓癌・胆道癌における新しいバイ
オマーカー同定の研究７） 8） ９），食道癌の発生過程におけ
るマイクロRNAの関与に関する研究１０） １１），消化管間葉
系腫瘍（GIST）の動物モデル実験系確立に関する研
究１２），癌患者の血液中を流れる浮遊癌細胞（CTC）捕
捉に関する研究１３） １4），膵癌患者における術前栄養評価
と栄養療法に関する研究１５），胃癌に対する和漢薬療法の
日本国内のみならず，国外にも活動の場を持ち，消化器
外科学の発展に貢献した。また，「医療と食の充実推進
協議会」の設立に尽力し，代表幹事として１９回にわたる
市民公開講座「富山県医学市民公開講座 がん治療最前
線」を開催して，最新の医療情報を市民へ分かりやすく
講 演 した。また，小 中 学 生 を 対 象 とした「富 山 大 学
KIDS外科セミナー」を 6 回開催し，延べ５００人を超す子
供達に医療の素晴らしさや外科の面白さを伝えた。さら
にテレビや新聞の医療コーナーにコメンテーターとして
５０回以上出演し，最新の医療をわかりやすく伝える事で
社会活動に多大なる貢献をしてきた。これらの功績が称
えられ，平成２4年に富山新聞文化賞を受賞した。
　平成２6年より ３ 年間在任した富山大学附属病院長とし
て，富山大学附属病院の改修を進め，病院を核とした新
しい街づくりを進める「タウン構想」の実現に取り組
み，地元食材を患者給食に取り入れ，病院情報誌をわか
りやすく刷新するなど，医療環境の充実に努めた。また
職員専用レストランの開設や接遇講習会など，職員の勤
務環境改善・意識改革にも積極的に取り組んだ。医師会
活動にも積極的であり，富山大学医師会の設立を通じ
て，研修医の環境改善や男女共同参画，富山県医学会へ
の参加など，医師の労働意欲の向上と環境改善に尽力し
た。さらに，臨床研究・治験推進センターを設立し，富
山大学から全国に向けて新しく有用な医療情報を発信し
て行くための基盤形成を行った。これらの外科医療，な
らびに富山大学の発展における塚田一博先生の功績は高
く評価され，従四位瑞宝中綬章を授与された。
診療・教育業績
　塚田一博先生は消化器・腫瘍・総合外科教授として
５,０００例を超える手術を執刀・手術指導した。拡大肝切
除，肝門部胆管癌手術，胆嚢癌手術などの高難度手術に
分類される中で膵頭十二指腸切除術においては，教授在
任期間中，術後在院死亡 ０ という素晴らしい成績を上げ
ている。また富山県初となる生体肝移植手術を執刀し，
重度の肝臓病に苦しむ患者の治療に道を開いた。また，
低侵襲手術を追究し，腹腔鏡手術も積極的に導入し，肝
胆膵領域においては富山県で最も多くの手術を行った。
さらには，手術支援ロボットの開発，導入にも力を入れ，
東京工業大学と協力し世界でも類をみない“触覚がある
手術支援ロボット”の開発を支援してきた。
　塚田先生の専門は，腹部領域の中でも高難度でありか
つ過大侵襲となる肝胆膵外科分野であるが故に，病気に
対する攻めの治療と，機能を温存するという守りのバラ
ンスが重要だと常に考えていた。そして，術前診断を細
密に行う事で，必要最小限の侵襲により最大限の効果が
得られる手術を実践し，術後の生体機能を温存して，患
者が長期予後の改善と同時に高いQOLを得る治療を追
求した。その姿勢が一番現れているのが胆嚢癌に対する
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研究１6）など，基礎的・臨床的な多岐に亘る分野における
研究で多大なる業績を挙げた。いずれの研究も国際学会
にてその成果が報告され，高い評価を得ている。
　塚田先生は，大学における教育・研究及び大学運営に
尽力したことはもとより，地域社会等への貢献は多大な
るものがあり，その功績は誠に顕著である。これらの功
績は塚田先生の努力があればこそ得られたものであり，
常に新しい突破口を示すことで，指導者としての責任を
果たした。
終わりに
　塚田一博先生の業績を振り返ると，これらには全て
“善い医師”，“善い外科医”の教えが根底にあったよう
に思われる。“善い外科医”は塚田教授が会長として主催
し，今でも他大学・他施設の消化器外科医から“記憶に
残る素晴らしい学会”と称される「第6７回日本消化器外
科学会」のメインテーマであった。新潟大学外科 ３ 代目
教授，中田瑞穂先生の著書である外科今昔から“善い外
科医とは”の一文を記すことで，塚田先生の朗らかな表
情を思い出しつつ，この文章を締め括る事とする。
　中田瑞穂著「新版　外科今昔」より１７）抜粋
　「外科医は，単なる技術屋であれば事足りるという風
におもわれて来そうであるが，手術がその病人や家族に
どう影響するか，物質的な判断以外の考慮も必要であ
る。手術が必要な限り外科というものは善い外科医の存
在が必須条件であろう。これは古今東西に通用すること
と思う。我欲をおさえ善意に徹するということは，必ず
しも容易とは思わないが，外科医こそこの善意が一番大
切である。学問が進み世の中が機械化すればする程この
ことが大切であると思う。善いとは何か，これは各自が
独り静かに思いを致せば分かることである。口でもいえ
ず，文字にすることも難しい。自ら悟る以外ない。」
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